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「全国の教員養成大学における発達障害学生支援の取り組みの現状と課題に関する研究」調査用紙 

 

【Ⅰ．基本情報について】 

1. 貴大学について教えてください。 

① 大学名： ___________________________________________________________________  

② 回答者氏名および役職： _____________________________________________________  

③ 障害学生支援の担当部署：部課室名 ___________________________________________  

ご担当者 ___________________________________________  

ご連絡先 ___________________________________________  

④ 障害学生のための支援室（学生相談室以外）の有無： ある ／ なし 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅱ．発達障害学生の実態について】 

1．貴大学における発達障害学生の支援状況について教えてください。 

発達障害という診断のある学生および疑いのある学生はどのくらい在籍していますか？主となって

いる発達障害について人数を教えてください。 

a. 学習障害 LD   （診断あり：    人）（疑いあり：    人） 

b. 注意欠如多動性障害 ADHD （診断あり：    人）（疑いあり：    人） 

c. 高機能自閉症等 HFA  （診断あり：    人）（疑いあり：    人） 

d. 不明（どれとも言えない） （     人） 

以下の項目について、本調査においては 特に「発達障害（診断の無い場合も含む）」に対象を絞って

伺わせていただきます。貴大学においては、発達障害のみを対象とした取り組みでない場合もあるか

と思いますが、発達障害学生（診断の無い場合も含む）に該当する部分について、記入 あるいは☑ で

ご回答ください。また、以下は診断の無い場合も含んで「発達障害」と記します。 
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2．発達障害学生の実態把握をどのように行っていますか？（複数回答可） 

□ 新入生を対象としたスクリーニング（アンケートやチェックリスト）を行っている 

□ 新入生の健康診断等で健診票への自己申告を呼びかけている 

□ 各種相談室や保健管理センター等で相談件数として報告されたものを把握している 

□ 高校との連携（支援計画、申し送り等）によって把握している 

□ 実態把握を行っていない 

□ その他（ ） 

3．支援の開始時期はどのような場合が多いですか？ 

a. 入学決定後 （およそ   ％） 

b. 入学直後  （およそ   ％） 

c. ２～３年次 （およそ   ％） 

d. 教育実習時 （およそ   ％） 

e. 進級時   （およそ   ％） 

f. ４年次   （およそ   ％） 

g. その他   （およそ   ％） 

 

【Ⅲ．学内の体制および環境整備について】 

1. 発達障害学生を支援する担当部署はどこですか？ 

□ 専門部署・機関で対応している（障害学生支援室・センター等、バリアフリー支援室等） 

（→部署・機関名「 」） 

（→部署・機関の長の役職： ） 

□ 専門部署・機関ではないが、他の部署・機関が対応している（学生課・保健管理センター等） 

（→ 部署・機関名「 」） 

（→部署・機関の長の役職： ） 

□ 定まっていない 
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2. 発達障害学生を支援する専門委員会等が設置されていますか？ 

□ 設置されている 

□ 設置されていない 

・設置されている場合→ 名称：「 」 

委員会の長の役職： 

構成メンバー：（下欄に記入してください） 

 

 

 

 

3. 専門委員会はどのくらいの頻度で開かれていますか？ 

□ 定まっていない（必要に応じて開催する） 

□ 週に 1回程度 

□ 月に 1～2 回程度 

□ 半期に 1回程度 

□ 年間に 1回程度 

□ その他：具体的に（ ） 

4. 他の障害も含め、発達障害学生を支援する専任の担当者は配置していますか？人数を記入の上、

それぞれ該当するところを○で囲んでください。（複数回答可） 

常勤（   人）[コーディネーター／カウンセラー／医師／職員／教員／その他（     ）] 

非常勤（   人）[コーディネーター／カウンセラー／医師／職員／教員／その他（    ）] 

5. 他の業務と兼任で、発達障害学生を支援する担当者は配置していますか？人数を記入の上、そ

れぞれ該当するところを○で囲んでください。（複数回答可） 

常勤（   人）[コーディネーター／カウンセラー／医師／職員／教員／その他（     ）] 

非常勤（   人）[コーディネーター／カウンセラー／医師／職員／教員／その他（    ）] 
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6. 発達障害学生を支援するための外部専門家を活用していますか？該当するところに印をつけて

ください。（複数回答可） 

□ 嘱託等の契約に基づく医師やカウンセラー等 

□ 必要に応じて定期的に業務委託している専門技能者 

□ その他 （ ） 

□ 特になし（or 活用していない） 

7. 発達障害学生を支援するための環境等として準備されていることはありますか？（複数回答可） 

□ 相談室等 

□ 一人になって落ち着く部屋（パニック等を起こした際の対処等） 

□ 支援機器：具体的に（ ） 

□ 検査器具等：具体的に（ ） 

□ その他：具体的に（ ） 

□ 特になし 

8. 発達障害学生を支援する上で、組織や体制において課題となっていることを教えてください。

（複数回答可） 

□ 運営予算の確保 

□ スタッフ・人員の確保 

□ スタッフの専門性 

□ 施設・設備の確保 

□ 支援機器や検査器具の確保 

□ その他：具体的に（ ） 

 

【Ⅳ．教職員の理解や啓発に関すること】 

1. 学内の教職員に対して、どのような方法で発達障害学生の支援に関する理解や啓発を行っています

か？（複数回答可） 

□ 定期的に研修会を開催している（頻度： ） 
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□ パンフレットやハンドブック等の冊子を作成している 

□ 定期的にニュースレター等の便りや通信等を発信している 

□ Web の活用やポスター等を掲示して PR している 

□ その他：具体的に（ ） 

□ 行っていない 

2. 教職員の理解や啓発において、課題となっていることはどのようなことですか？具体的に教えてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

【Ⅴ．修学上および生活上における支援に関すること】 

1. 発達障害学生の学生生活に関して、どのような支援を行っていますか？（複数回答可） 

□ 保護者や卒業した高校との連絡を取って情報収集を行う 

□ 知能発達検査等を用いてアセスメントを実施する 

□ 定期的に面談等を行い、カウンセリングや心理的なケアを実施する 

□ サークルや友人関係等の問題に対して、具体的な助言やアドバイス、関係調整を行う 

□ その他：具体的に（ ） 

□ 行っていない 

2. 発達障害学生の単位取得に関して、どのような支援を行っていますか？（複数回答可） 

□ 必要に応じて、授業の担当教員に対する配慮願い等を出す 

□ 必要に応じて、授業の担当教員に試験やレポートの代替措置を相談する 

□ 無理のない授業履修のための時間割を作成する 

□ノートテイク等の支援者の派遣や支援機器等の貸し出しを行う 
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□ その他：具体的に（ ） 

□ 行っていない 

3. 発達障害学生の教育実習に関して、どのような配慮を行っていますか？（複数回答可） 

□ 実習に関する特別措置（代替措置）等を行っている 

→ どのような措置を行っているかを具体的に教えてください。 

 

 

□ 個別に事前指導を行う等の特別な指導を行っている 

□ 教育実習先との事前連絡を密に行っている 

□ その他：具体的に（ ） 

□ 行っていない 

4. 発達障害学生の修学上および生活上における支援に関して、課題となっていることを教えてくださ

い。（複数回答可） 

□ 支援を受けることに対する、学生自身の意欲や動機付けが希薄である 

□ 保護者の理解や協力が得られない 

□ 教職員の理解や協力が得られない  

□ スタッフの数や専門性が不足している 

□ 支援のための施設整備や検査器具等の資源が不足している 

□ 相談が継続しない 

□ その他（下欄に記入してください） 
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【Ⅵ．進路変更等に対する支援に関すること】 

1. 発達障害学生の進路に変更が生じた際には、どのような方向性を検討しますか？ 

□ 可能な限り教員になれるよう支援していく 

□ 教員以外の選択肢を示して進路変更を奨める 

□ その他：具体的に（ ） 

2. 発達障害学生の進路変更に関して、どのような点に留意して支援していますか？（複数回答可） 

□ 本人と十分に面談を重ねる 

□ 保護者と話し合う機会を設けて、十分に理解と協力を得る 

□ ゼミ担当教員と十分に面談を重ねる 

□ 外部の相談支援機関等につなぐ 

□ 進路や就職に関する相談を行う 

□ 心理面でのケアを行う 

□ その他（下欄に記入してください） 

 

 

 

3. 発達障害学生が進路変更する場合、どのような変更を行いますか？ 

□ 他大学への転学 

□ 学内の他学部への編入学 

□ 公務員、企業等への就職 

□ 大学院への進学 

□ 中途退学 

□ その他：具体的に（ ） 

4. 発達障害学生の進路変更に関して、課題となっていることについて教えてください。（複数回答可） 

□ 学生自身の納得が得られない 

□ 保護者の理解や協力が得られない 
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□ 教職員の理解や協力が得られない 

□ 転学や進学のためのサポートが十分にできない 

□ 就職のためのサポートが十分にできない 

□ 心理的なケアが十分にできない地域の資源が不足している 

□ その他（下欄に記入してください） 

 

 

 

 

 

【Ⅶ．その他】 

1. 発達障害学生の支援に関する貴大学での取り組みや構想等について、自由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました 

 

 


